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かつて人類は、突如出現した「 黒き獣（未作成） 」との戦いを余儀なくされた。 
その圧倒的な力により人類が滅びるのも時間の問題と思われたそのとき、６人の英傑が現れた。 

彼らは古の力「魔術」を人類に伝え、人々はそれに科学を融合させ、万能の力「 術式 」を完成さ
せる。 
新たなる力を得た人類は６人の英傑と共に、黒き獣に対し反撃を開始。激しい戦いの末、ついに黒
き獣を打ち倒した。 
後にこの戦いは「 第一次魔導大戦 」と呼ばれ、彼ら６人は「 六英雄 」として語り継がれる存在
となる。 

この大戦において術式を行使する為「 魔導書 」が大量に作製され、 
その「魔導書」を管理するため「 世界虚空情報統制機構（未作成）（統制機構（未作成）） 」
という組織が結成される。 
世界は統制機構による統治の下、人類は新たに手に入れた力を用い、あらゆる分野で急激な発展
を遂げた。 
そうして復興した世界は、大戦前と大きく様相を変えていった。 

統制機構による独裁統治開始から数十年の時が流れ、術式主体となった世界は個人の能力による
大きな格差を生んだ。 
世界各地の不満は募り、遂には統制機構からの離反を企てた「イカルガ連邦（未作成）」による
「第二次魔導大戦（イカルガ内戦）」が勃発。 
人類同士による術式を用いた、初めての戦争であった。この内戦はイカルガ連邦を壊滅させた事
により終結し、 
その結果「 刃向かう者は完膚なきまでに殲滅する 」という統治機構の理念を、より世界に知ら
しめる事となった。 

イカルガ内戦平定から数年後、驚くべき事件が発生する。 
一国の軍隊に相当する力を持つとされる統制機構の支部が、突如出現した男により次々と壊滅さ
せられたのだ。 

ラグナ＝ザ＝ブラッドエッジ 

世界を支配する「力」に対し、たった一人で戦いを挑む者の名である。 

STORY

A.D.2199 Dec 
一年の締め括り、街は新年への期待で活気づいていた。 
そんな最中をSS級の統制機構反逆者にして史上最高額の賞金首、「ラグナ＝ザ＝ブラッドエッ
ジ」が第十三階層都市「カグツチ（未作成）」に出現したという情報が走り抜ける。 



対象「ラグナ＝ザ＝ブラッドエッジ」は別名「死神」と称され、その行動目的は統制機構の壊滅
といわれている。 

対象に懸けられた高額な賞金や彼の所有する絶対無比の力を持つ魔道書を狙い、様々な者達がこ
こ第十三階層都市「カグツチ」に集結する。 
無論、その中には統制機構の放った刺客の姿も……。 
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その昔、「 黒き獣 」と呼ばれる謎の生命体が突如として現れた。 
圧倒的な力を持ち、当時の兵器も効果がない「黒き獣」に対し、 
人類は為す術もなく殺され、人口は激減していった。人類は絶滅の危機に瀕していた。 

そんな折、六人の英傑が現れた。 
彼らは古の力「魔術」を人類に伝え、人々はそれに「科学」を融合させ新たなる力「 術式 」を
完成させた。 
「術式」を得た人類は、六人の英傑とともに｢黒き獣」に対して反撃を開始し、激しい戦いの果
て、 
ついに「黒き獣」を打ち倒すことに成功した。 

この戦いは「 第一次魔導大戦 」と呼ばれ、彼ら六人の英傑は「 六英雄 」として後世まで語り継
がれる存在となった。 

「黒き獣」を打ち倒し、喜びに沸きかえる人類であったが、事態は喜ばしいものばかりではな
かった。 
倒した「黒き獣」の躯から黒い霧が無尽蔵に溢れ出し、瞬く間に地表を覆ってしまったのだ。 
「魔素（未作成）」と呼ばれるこの黒い霧は、多量に摂取すると人体に悪影響を及ぼす有害な物
質であることが判明。 
人類は有害な霧に覆われた地表を避けるため、山間部を階段状に切り拓き 
「階層都市」と呼ばれる集落を形成して、移住を開始した。 

また、時を同じくして人類が「術式」を行使するために大量に作成された 
「 魔導書 」を管理する「 世界虚空情報統制機構（統制機構） 」が設立された。 
やがて、統制機構は多くの「魔道書」を有する優位性を利用して、世界を統治するようになって
いった。 
「黒き獣」との戦いで半数以上が死滅した人類は、新たな力と統治者を得て、急速に復興を成し
遂げていった。 

統制機構の統治開始から数十年の月日が流れた頃。 
「術式」は人々の生活に深く根付き、必要不可欠なものとなっていた。 
しかし、「術式」の効果は先天的に備わった個人の能力によって左右される。 
高い術式能力を有する人々を優遇するという統制機構の政策は、人々に格差と統制機構に対して
の不満を生み出してしまった。 
程なくして、統制機構の統治管理下であった「イカルガ連邦」が独立を宣言。 
統制機構とイカルガ連邦は真っ向から対立し、「第二次魔道大戦（イカルガ内戦）」が勃発し
た。 

人類同士による術式を用いた初めての戦争。 
戦争はイカルガ連邦の敗北、そして壊滅によって終結した。 
統制機構はさらに発言力を強め、人々の心に「 刃向かう者は完膚なきまでに殲滅する 」という
徹底した姿勢を見せつけたのであった。 



INTRODUCTION

それから数年後。 
絶対的な権力、統治力を維持する統制機構に対して反逆を行う者が現れた。 

ラグナ＝ザ＝ブラッドエッジ 

後にSS級の賞金首として統制機構の指名手配リストNo,1となった彼は、一国の軍隊に匹敵する軍
事力を有すると謂われる 
統制機構の各支部に対し、単独で闘いを挑み、次々と壊滅させていった。 

彼は各地の統制機構地下深部に存在する「窯」の破壊していく。目的は不明。 

「第十三階層都市カグツチ」の統制機構支部を壊滅させ、 
「窯」を破壊し、一定の目的を遂げたラグナ＝ザ＝ブラッドエッジ。 
しかし、彼の真の目的は未だ遂げられてはいなかった。 

真の敵―――六英雄の一人「 テルミ 」の復活を察知した彼はカグツチの地で静かに時を待って
いた。 

ラグナのことしかないじゃん -- (名無しさん) 2010-11-29 14:18:38 

公式ページや説明書にかいてある解説にはこれしか書いてない。 
他のキャラ解説にはバックストーリーが書いてあるけどキャラのストーリーについては全
然触れられてない。 
つまり、実際にやって確かみてみろ！って事です。 -- (名無しさん) 2010-11-29 21:46:17 

コレのラノベ出てるよ -- (名無しさん) 2011-02-11 10:20:01 

ＣＳから全然話が進まない。2とかPlusとかいい加減そういうのでお茶を濁すの止めてほし
い。 -- (名無しさん) 2011-08-07 17:38:39 

BB3?家庭用で完結? -- (名無しさん) 2011-08-11 01:35:25 

文句はここでなく森Pへ -- (名無しさん) 2011-11-16 13:41:14 

子供ばっかで書けないのかな？ -- (名無しさん) 2012-02-26 22:57:57 
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